
代 表 質 問

会派所属議員
北林　光昭
大下　博隆
貞岩　敬
乗越　耕司

上岡　裕明
田坂　武文
重森佳代子

※令和６年３月現在

※タウン＆ガウン　　 欧米の大学立地都市を参考に、タウン（街）とガウン（学生や教授たち）とが一
体となったまちづくりを目指すため、広島大学と東広島市が連携を図りながら、
持続可能で魅力的なまちづくりを進める取組み。

　ガバナンス　　統治。支配。管理。また，そのための機構や方法。
　ＣＯＭＭＯＮ（コモン）プロジェクト　　 広島大学と東広島市がともにビジョンを共有し、一体となっ

て持続可能で魅力的なまちづくりの実現に向けて取組みを
進めていくために広島大学内で公募した連携研究プロジェ
クトのこと。

　コンソーシアム　　共通の目的に沿った活動を行う共同体・共同事業体。

産
業
団
地
の
確
保
と

半
導
体
産
業
の
人
材
育
成

質　

問

　

①
市
主
体
の
産
業
団
地
の
整
備
、
新

た
な
産
業
用
地
整
備
を
行
う
民
間
事
業

者
に
対
す
る
各
種
支
援
、
県
有
地
を
活

用
し
た
県
の
施
工
に
よ
る
産
業
団
地
整

備
を
推
進
す
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
よ
う
に
産
業
用
地
の
整
備
に
大
き
く

踏
み
込
ま
れ
た
背
景
は
何
か
。

　

②
半
導
体
人
材
の
獲
得
競
争
は
熾し
れ
つ烈

を
極
め
て
い
る
。
小
中
学
校
で
半
導
体

教
育
を
展
開
し
、
興
味
・
関
心
を
高
め

る
こ
と
で
、
将
来
的
に
は
日
本
全
体
の

半
導
体
人
材
の
底
上
げ
に
繋
が
る
の
で

は
な
い
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

川
口
副
市
長

　

①
マ
イ
ク
ロ
ン
社
に
よ
る
最
大
５
千

億
円
の
広
島
工
場
へ
の
大
型
投
資
、
そ

れ
に
対
す
る
国
の
最
大
１
９
２
０
億
円

の
助
成
で
、
半
導
体
企
業
の
更
な
る
投

資
の
継
続
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
市
と

し
て
も
半
導
体
産
業
の
集
積
に
向
け
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
推
進
す
る
。

　

②
マ
イ
ク
ロ
ン
社
の
工
場
見
学
等
を

検
討
す
る
。
企
業
の
専
門
的
な
知
見
を

本
市
児
童
生
徒
の
学
び
に
生
か
し
、
将

来
的
に
我
が
国
の
先
端
技
術
に
携
わ
る

人
材
を
育
成
し
た
い
。

過
去
最
大
の
予
算
編
成
と

財
政
の
中
期
見
通
し
を

質　

問

　

①
「
や
さ
し
い
未
来
都
市
東
広
島
」

の
実
現
に
向
け
、
令
和
６
年
度
予
算
編

成
に
ど
の
よ
う
な
方
針
で
取
り
組
ま
れ

た
の
か
。
ま
た
、
中
長
期
的
な
視
点
で

編
成
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

②
※
タ
ウ
ン
＆
ガ
ウ
ン
構
想
の
事
業

効
果
と
※
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
を
問
う
。

　
※
コ
モ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
、
地
域
課

題
解
決
の
た
め
の
事
業
効
果
を
ど
の
よ

う
に
検
証
し
て
予
算
に
計
上
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
民
間
主
体
の
土
地
区
画
整

理
事
業
に
つ
い
て
、事
業
見
込
み
を
問
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

栗
栖
経
営
戦
略
担
当
理
事

　

①
2050
年
に
向
け
て
次
世
代
学
園
都
市

元
年
と
銘
打
ち
、
タ
ウ
ン
＆
ガ
ウ
ン
の

新
た
な
取
組
み
や
企
業
立
地
に
向
け
た

産
業
団
地
の
整
備
な
ど
と
と
も
に
、
全

世
代
に
わ
た
る
市
民
負
担
の
軽
減
に
よ

る
暮
ら
し
や
す
さ
の
向
上
を
予
算
の
柱

と
し
て
い
る
。
中
長
期
的
な
財
政
見
通

し
に
つ
い
て
は
、
第
五
次
東
広
島
市
総

合
計
画
の
後
期
基
本
計
画
改
定
に
当
た

り
、
連
動
し
た
も
の
を
示
す
。

　

②
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
は
、
※

コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
構
成
員
の
合
意
形
成
と
し

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
考
え
な

ど
を
調
整
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
の

で
、
時
間
を
要
し
て
い
る
。
コ
モ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
仮
説
を
実
行
す
る
も
の
、

深
掘
り
す
る
も
の
、
研
究
を
断
念
す
る

も
の
も
あ
る
が
、
次
年
度
は
到
達
目
標

を
明
示
し
て
推
進
す
る
。
区
画
整
理
は

民
間
主
導
の
組
合
施
行
を
前
提
と
し
て

お
り
、
国
や
県
か
ら
の
支
援
な
ど
を
検

証
し
、
実
現
可
能
性
を
検
証
す
る
。

過
疎
過
密
を
助
長
す
る

行
政
農
業
の
未
来
像
は
？

質　

問

　

①
人
口
減
少
は
深
刻
な
局
面
を
迎
え

て
お
り
、
中
心
部
以
外
で
は
過
疎
化
、

高
齢
化
が
進
む
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

ま
ず
は
福
祉
や
子
育
て
支
援
、
暮
ら
し

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、
市
民
に
寄
り

添
う
こ
と
が
市
民
の
幸
せ
に
繋
が
る
と

考
え
る
。
予
算
で
は
中
心
部
へ
の
投
資

が
多
く
、
周
辺
地
域
は
新
規
事
業
が
少

な
い
。
こ
れ
で
は
過
疎
過
密
を
助
長
す

る
の
で
は
な
い
か
。
所
見
を
問
う
。

　

②
農
業
の
担
い
手
は
団
塊
世
代
が
中

心
で
あ
る
。
あ
と
１
年
で
、
農
家
の
中

心
は
75
歳
以
上
に
な
り
、
６
年
で
80
歳

以
上
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
、
農
業
の
担

い
手
と
農
地
に
つ
い
て
「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」
に
よ
る
計
画
を
進
め
て
き
た
が
、

法
改
正
に
よ
っ
て
、
市
内
全
域
の
計
画

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
し
か
し
、
中

心
と
な
る
経
営
体
が
な
い
地
域
の
計
画

北
きたばやし

林　光
みつあき

昭
（清新の会）

質問した項目
■半導体産業等に係る対策について
■「やさしい未来都市東広島」の実現
に向けた令和６年度予算について
■農業の将来像について
■子育て支援施策について
■人口減少社会に対する本市の
対応について

■公共施設等の維持修繕について

清新の会の
代表質問
全編映像は
コチラから

市議会だより　2024.5page.11



会派所属議員
岡田　育三
向井　哲浩
玉川　雅彦

上田　秀
中曽　久勝
奥谷　求

※令和６年４月現在

づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
、
疑

問
で
あ
る
。
市
の
見
解
を
問
う
。

答　

弁
／
前
延
副
市
長

　
　
　
　

鈴
木
産
業
部
長

　

①
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、

投
資
に
よ
り
得
ら
れ
た
果
実
は
、
広
く

市
域
全
体
へ
還
元
し
て
い
く
好
循
環
を

生
み
出
す
こ
と
を
重
視
し
て
き
た
。
得

ら
れ
た
効
果
を
ど
の
よ
う
に
波
及
さ
せ

て
い
く
の
か
、
地
域
別
計
画
を
着
実
に

実
現
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
念
頭
に
置
い

て
、
施
策
を
講
じ
て
い
く
。

　

②
現
在
行
っ
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
基
に
、
農
家
の
共
同
化
、
グ
ル
ー

プ
営
農
団
体
の
設
立
を
は
じ
め
、
農
業

企
業
の
誘
致
や
、
農
業
に
関
心
の
あ
る

新
た
な
担
い
手
を
地
域
外
か
ら
呼
び
込

む
等
、
幅
広
い
関
係
者
で
協
議
を
進
め
、

地
域
の
農
業
者
が
将
来
像
を
描
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

地
域
の
子
育
て
支
援
と

保
育
現
場
の
労
働
改
善
を

質　

問

　

①
子
ど
も
は
地
域
を
元
気
に
し
て
く

れ
る
宝
で
あ
り
、
地
域
で
育
て
る
も
の

だ
と
の
思
い
が
強
く
な
る
ば
か
り
で
あ

る
。
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
問
う
。

　

②
保
育
士
が
子
ど
も
と
向
き
合
え
る

時
間
を
増
や
す
た
め
、
Ｉ
Ｔ
化
や
体
制

づ
く
り
等
を
更
に
推
し
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
。
所
見
を
問
う
。

　

③
第
３
期
東
広
島
市
教
育
振
興
基
本

計
画
で
児
童
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
力
を

つ
け
て
い
く
の
か
問
う
。

　
　
　
　

川
口
副
市
長

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　
　
　
　

多
賀
こ
ど
も
未
来
部
長

　

①
本
市
の
学
校
で
は
、
地
域
と
一
体

で
子
ど
も
を
育
て
る
取
組
み
を
行
っ
て

い
る
。
学
校
と
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
地
域
な
ら
で
は
の
取
組
み
を
進
め
る
。

　

②
現
在
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
促
進
や
一

部
事
務
補
助
員
の
配
置
な
ど
を
進
め
て

い
る
。
引
き
続
き
業
務
の
効
率
化
・
負

担
軽
減
に
つ
い
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

③
こ
の
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
子
ど

も
だ
け
で
な
く
市
民
一
人
一
人
が
、
主

体
的
に
学
び
続
け
、
と
も
に
支
え
合
い
、

豊
か
な
人
生
を
切
り
拓
く
「
東
広
島
教

育
」
を
創
造
し
て
い
き
た
い
。

代 表 質 問や
さ
し
い
未
来
都
市

東
広
島
の
実
現
に
つ
い
て

質　

問

　

半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
マ
イ
ク
ロ
ン
メ

モ
リ
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
新
た
に
投
資
計

画
を
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
近
隣
に
市
主

体
の
産
業
団
地
が
整
備
さ
れ
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
そ
の
概
要
と
周
辺
の
道
路

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
状
況
を
合
わ
せ
て
伺

う
。

　

さ
ら
に
、
今
回
、
民
間
に
お
け
る
産

業
団
地
整
備
へ
の
支
援
制
度
が
創
設
さ

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
支
援
内
容
か
伺

う
。答　

弁
／
川
口
副
市
長

　

市
が
事
業
主
体
と
な
る
産
業
団
地
整

備
に
つ
い
て
は
、
吉
川
地
区
を
念
頭
に

整
備
着
手
し
た
い
と
考
え
て
お
り
、
複

数
の
半
導
体
装
置
メ
ー
カ
ー
や
部
材

メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
用
地
確
保
の
相
談

が
あ
る
な
ど
半
導
体
関
連
産
業
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

道
路
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
は
、

県
道
整
備
等
と
合
わ
せ
た
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
整
備
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
に
よ
り
、
物
流
の
効
率
化
や
定
時

制
が
確
保
さ
れ
、
生
産
性
の
向
上
、
雇

用
労
働
力
の
確
保
等
、
企
業
活
動
の
支

援
に
繋
が
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

市
と
し
て
も
半
導
体
工
場
の
増
設
等
に

伴
う
交
通
状
況
等
の
変
化
を
注
視
し
、

国
・
県
と
連
携
し
て
検
討
し
た
い
。

　

産
業
団
地
整
備
支
援
制
度
で
は
、
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
中
心
に
半
径
２
㎞

圏
内
で
分
譲
面
積
が
３
ha
以
上
の
産
業

用
地
を
開
発
し
よ
う
と
す
る
開
発
事
業

者
に
対
し
、
分
譲
面
積
１
ha
あ
た
り
最

大
３
５
０
０
万
円
の
助
成
を
行
い
、
企

業
誘
致
の
支
援
を
行
う
。

岡
お か だ

田　育
いくそう

三
（創志会）

質問した項目
■新しい時代をリードする「やさしい
未来都市」＜次世代学園都市の実
現に向けたまちづくりについて＞
■第五次東広島市総合計画につ
いて

創志会の
代表質問
全編映像は
コチラから

市議会だより　2024.5 page.12



※ＣＯＭＭＯＮ（コモン）プロジェクト　　11ページをご参照ください。
　訪問型サービスＢ　　 住民ボランティア等が、既存の介護保険サービスの対象とならないような、草取り、家具の移動、買物や病

院の付き添いなどのサービスを提供するもの。

学
術
研
究
機
能
と
都
市

活
力
の
創
出
に
つ
い
て

質　

問

　

大
学
と
の
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
大
学
と
市
が
共
同
で
地
域

社
会
に
お
け
る
課
題
の
解
決
に
取
り
組

む
た
め
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
＆
Ｇ
ｏ
ｗ
ｎ　

Ｏ
ｆ

ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
を
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
本

市
と
広
島
大
学
と
の
Ｔ
ｏ
ｗ
ｎ
＆
Ｇ
ｏ

ｗ
ｎ
に
つ
い
て
、
本
年
度
は
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
だ
の
か
。
ま
た
、
次
年
度

は
ど
の
よ
う
な
内
容
に
取
り
組
む
の
か

伺
う
。

答　

弁
／
栗
栖
経
営
戦
略
担
当
理
事

　

本
年
度
、
広
島
大
学
と
実
施
し
て
い

る
※
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は

「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
中
山
間
地
域

に
お
け
る
地
域
活
性
化
方
策
」
や
、「
不

登
校
か
ら
の
ひ
き
こ
も
り
移
行
の
予
防

支
援
」
な
ど
の
研
究
を
実
施
し
、
各
研

究
と
も
予
定
ど
お
り
に
進
ん
で
い
る
。

　

次
年
度
は
市
の
抱
え
る
行
政
課
題
や

地
域
課
題
を
抽
出
し
、「
効
率
的
な
消

防
体
制
の
整
備
」、「
住
民
参
加
型
有
害

鳥
獣
対
策
」、「
乳
幼
児
の
発
達
支
援
の

体
制
づ
く
り
」、「
豪
雨
災
害
を
想
定
し

た
流
域
土
地
利
用
計
画
の
作
成
」
の
４

件
の
研
究
を
実
施
す
る
。
情
報
発
信
も

課
題
と
考
え
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
捉
え
、
成
果
を
含
め
積
極
的
に
発
信

し
て
い
く
。

持
続
可
能
な
農
業
の

推
進
に
つ
い
て

質　

問

　

猫
の
目
の
よ
う
に
変
わ
る
国
の
農
業

施
策
の
方
針
が
集
落
法
人
や
小
規
模
農

業
者
な
ど
に
与
え
る
影
響
は
少
な
く
な

い
。
こ
の
こ
と
が
、
農
業
離
れ
や
農
業

の
衰
退
に
繋
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、

市
の
認
識
と
市
独
自
の
支
援
等
の
考
え

を
伺
う
。

答　

弁
／
鈴
木
産
業
部
長

　

国
の
施
策
は
、
大
規
模
な
農
地
を
確

保
で
き
る
地
理
的
優
位
性
の
高
い
地
域

を
前
提
と
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
本

市
の
よ
う
な
中
山
間
地
域
で
は
、
き
め

細
や
か
な
支
援
と
な
っ
て
い
な
い
と
の

声
も
地
域
の
農
業
者
か
ら
伺
っ
て
い
る
。

中
山
間
地
域
で
も
農
業
者
が
地
域
の
特

徴
を
活
か
し
て
挑
戦
で
き
る
よ
う
施
策

を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
国
の
制
度
を

含
め
た
支
援
が
農
業
者
に
と
っ
て
も
使

い
や
す
く
な
る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携

し
、
農
業
者
に
寄
り
添
っ
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

地
域
に
よ
る
介
護
予
防
等

の
活
動
支
援
に
つ
い
て

質　

問

　

次
年
度
の
新
事
業
と
し
て
介
護
予
防
、

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
※
「
訪
問

型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
」
と
い
っ
た
地
域
住
民

の
支
え
合
い
に
よ
る
生
活
支
援
事
業
が

あ
る
。
こ
の
事
業
は
以
前
計
画
さ
れ
予

算
化
さ
れ
た
が
応
募
が
な
か
っ
た
と
記

憶
す
る
が
、
受
け
て
い
た
だ
く
団
体
等

の
予
定
は
あ
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
福
光
健
康
福
祉
部
長

　

令
和
２
年
度
に
予
算
化
し
た
際
に
は

こ
う
し
た
活
動
を
組
織
的
に
実
施
す
る

団
体
が
な
く
、
実
施
に
至
ら
な
か
っ
た

が
、
新
年
度
で
は
、
支
え
合
い
活
動
を

実
施
さ
れ
、
活
動
が
定
着
化
し
て
い
る

市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
か
ら
の
応

募
が
あ
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り

の
推
進
に
つ
い
て

質　

問

　

令
和
６
年
元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
で
は
、
多
く
の
方
が
亡
く
な
ら

れ
、
現
在
で
も
大
勢
の
方
が
避
難
生
活

を
強
い
ら
れ
て
お
り
、
水
道
を
含
め
た

イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
も
い
ま
だ
先
の
見
え

な
い
状
況
で
あ
る
。

　

今
回
の
地
震
に
よ
っ
て
、
避
難
行
動

や
住
宅
の
耐
震
化
な
ど
浮
き
彫
り
と

な
っ
た
本
市
の
課
題
等
が
あ
れ
ば
伺
う
。

答　

弁
／
前
延
副
市
長

　

避
難
情
報
の
伝
達
と
避
難
行
動
の
重

要
性
を
再
認
識
し
た
。

　

市
民
一
人
一
人
に
適
切
な
避
難
情
報

を
伝
達
す
る
取
組
み
の
強
化
や
、
プ
ッ

シ
ュ
型
の
出
前
講
座
な
ど
の
自
助
の
啓

発
と
、
地
域
で
の
共
助
に
よ
る
避
難
の

声
掛
け
や
防
災
訓
練
に
よ
る
「
逃
げ
る

経
験
」
な
ど
取
組
み
を
強
化
す
る
。

　

住
宅
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、
周

知
・
啓
発
、
耐
震
診
断
、
耐
震
改
修
に

対
す
る
補
助
事
業
を
活
用
し
、
継
続
し

て
、
更
な
る
耐
震
化
の
促
進
に
努
め
る
。
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代 表 質 問

※ラストワンマイル　　最寄り駅などから自宅などへの区間のこと。 会派所属議員
石原　賢治
落海　直哉
中川　修

小池恵美子
景山　浩

※令和６年３月現在

市
民
満
足
度
調
査
と

予
算
編
成
に
つ
い
て

質　

問

　

市
民
満
足
度
調
査
は
、
総
合
計
画
を

計
画
的
か
つ
効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
、

市
の
施
策
に
係
る
ニ
ー
ズ
や
満
足
度
を

把
握
す
る
と
と
も
に
、
施
策
展
開
に
お

け
る
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
調
査
で
、
重
要
度
が
高
く
、
満

足
度
が
低
い
と
さ
れ
た
施
策
は
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る
施
策
の
重
点

化
や
抜
本
的
な
見
直
し
な
ど
が
必
要
と

思
わ
れ
る
。

　

令
和
５
年
度
の
調
査
結
果
を
見
る
と
、

「
公
共
交
通
網
の
充
実
」に
対
す
る
ニ
ー

ズ
は
重
要
度
が
高
く
、
満
足
度
が
低
い

と
さ
れ
た
施
策
で
あ
る
。
こ
の
状
況
は

10
年
以
上
続
い
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き
た
の
か
、
ま

た
、
今
年
度
の
調
査
結
果
を
令
和
６
年

度
の
重
点
施
策
や
予
算
編
成
に
ど
の
よ

う
に
反
映
し
て
い
る
の
か
。

答　

弁
／
川
口
副
市
長

　
「
公
共
交
通
網
の
充
実
」
の
満
足
度

が
低
い
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
公
共
交

通
空
白
地
を
抱
え
る
な
ど
、
※
ラ
ス
ト

ワ
ン
マ
イ
ル
ま
で
切
れ
目
の
な
い
状
況

に
な
り
得
て
い
な
い
こ
と
が
あ
る
。
こ

う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
公
共
交
通
の

空
白
地
解
消
と
し
て
、
地
域
主
体
の
公

共
交
通
の
確
立
に
努
め
た
。

　

令
和
６
年
度
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で

の
取
組
み
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
新

た
に
「
市
民
」、「
交
通
事
業
者
」、「
行

政
」
と
い
う
従
来
の
枠
組
み
を
超
え
て
、

大
学
、
企
業
、
福
祉
関
係
機
関
も
含
め

た
多
様
な
関
係
者
の
連
携
に
よ
り
、
目

的
別
輸
送
の
実
態
把
握
や
「
共
創
」
の

体
制
づ
く
り
、
事
業
ス
キ
ー
ム
の
在
り

方
を
検
討
し
、「
共
創
モ
デ
ル
」
の
構

築
を
目
指
す
。
今
後
の
交
通
施
策
と
し

て
、「
人
と
環
境
に
や
さ
し
く
、
誰
も

が
自
立
し
て
安
全
・
快
適
・
自
由
に
移

動
で
き
、
サ
ー
ビ
ス
を
享
受
で
き
る
未

来
都
市
」
の
実
現
に
向
け
て
積
極
的
に

施
策
を
推
進
す
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

支
援
に
つ
い
て

質　

問

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
の
内
容
と
成
果
に
つ

い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
広
島
大
学
と
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
共
同
研
究
に
取
り

組
ま
れ
、
そ
の
中
で
実
態
把
握
を
目
的

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
さ
れ

た
。
そ
の
調
査
結
果
を
も
と
に
、
支
援

の
方
向
性
等
を
検
討
し
た
上
で
実
施
さ

れ
て
い
る
と
思
う
が
、
そ
れ
ら
の
内
容

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
福
光
健
康
福
祉
部
長

　

地
域
と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
食

堂
・
こ
ど
も
食
堂
や
こ
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
の
立
ち
上
げ
支
援
を
行
い
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
居
場
所
づ
く
り
や
啓

発
、
教
職
員
の
研
修
な
ど
を
行
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
支
援
は
、
一
定
の
役
割
を
果

た
す
と
同
時
に
、
関
係
部
局
と
の
連
携

に
よ
る
支
援
に
よ
り
行
な
っ
て
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
を
も
と
に

し
た
支
援
に
つ
い
て
は
、
専
門
職
が
集

ま
っ
て
ケ
ー
ス
検
討
や
共
有
を
行
う

「
コ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
」
開
催
や

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
は
じ
め
、
様
々
な

課
題
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
方
々
が
気
軽

に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
居
場
所
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。
引
き
続
き
、
地

域
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
支
援
機
関

に
つ
な
が
り
や
す
く
な
る
よ
う
な
環
境

を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
家
事
援
助
や
買
い
物
支
援
を

行
う
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
サ
ポ
ー
ト

事
業
」
を
開
始
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
子
ど
も
の
権
利
を
守
る

た
め
の
環
境
整
備
と
し
て
、
包
括
的
な

相
談
支
援
体
制
を
構
築
し
、
支
援
に
つ

な
げ
て
お
り
、
今
後
も
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
支
援
に
対
す
る
よ
り
よ
い
支
援
の

あ
り
方
を
、継
続
的
に
研
究
・
検
討
す
る
。

石
いしはら

原　賢
け ん じ

治
（市民クラブ）

質問した項目
■市民満足度調査と予算編成に
ついて

■ヤングケアラーの支援について
■地域共生社会の実現に向けて

市民クラブの
代表質問
全編映像は
コチラから
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地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
て

質　

問

　

本
市
は
、「
地
域
共
生
社
会
の
形
成

を
図
る
た
め
の
施
策
の
推
進
に
関
す
る

条
例
」を
制
定
し
、関
係
機
関
や
市
民

と
の
協
働
に
よ
る
支
え
合
い
の
地
域
社

会
づ
く
り
を
進
め
る
一
方
で
、「
市
民

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
行
動
計
画
」を
策

定
し
、市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
る
。「
地
域
共
生
社
会
づ
く

り
」と「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」に

は
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
り
、ど
の
よ

う
に
連
携
し
て
取
組
み
が
さ
れ
て
い
る

の
か
、ま
た
、そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
づ
け
、

役
割
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
に
向
け
、

市
民
や
職
員
は
戸
惑
い
な
く
対
応
で
き

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
市
の
責
務
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　
　
　
　

福
光
健
康
福
祉
部
長

　
「
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
」
は
、
こ

れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た「
地
域
福
祉
」

に
加
え
、「
地
域
づ
く
り
」「
生
涯
学
習
」

の
各
施
策
が
相
乗
効
果
を
発
揮
し
、
誰

一
人
取
り
残
さ
ず
、
地
域
で
共
に
生
き

て
い
く
こ
と
が
で
き
、
市
民
の
幸
福
感

の
向
上
に
つ
な
が
る
社
会
を
目
指
し
て

い
る
。
一
方
で
「
市
民
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
は
、
共
通
の
目
的
や
地
域
課
題

の
解
決
の
た
め
の
「
ま
ち
づ
く
り
の
シ

ス
テ
ム
」
で
あ
り
、「
地
域
共
生
社
会

の
実
現
」
を
含
め
総
合
計
画
に
掲
げ
る

ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
重
要

な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

職
員
は
も
と
よ
り
、
市
内
の
福
祉
関

係
者
や
地
域
の
担
い
手
が
戸
惑
う
こ
と

の
な
い
よ
う
、
丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
。

　

市
は
地
域
共
生
社
会
の
形
成
を
図
る

施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す

る
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
地
域
共
生
社

会
の
実
現
に
は
、
市
の
責
任
を
果
た
す

と
同
時
に
、
市
民
や
各
種
団
体
の
協
力

が
必
須
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も

生
涯
学
習
な
ど
を
通
じ
啓
発
を
進
め
る

と
と
も
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
や
各
種
団
体
、
市

民
活
動
団
体
等
と
の
連
携
を
深
め
て
い

く
ほ
か
、
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
動
員
し
、

地
域
人
材
の
掘
り
起
こ
し
や
育
成
強
化
、

マ
ッ
チ
ン
グ
促
進
を
図
る
。

託児サービスを始めます。
令和６年第２回定例会から、本会議を傍聴される方のお子さんをお預かりする託児サービスを
始めます。
原則、議員が一般質問及び代表質問を行う日（次回定例会では６月18日（火）～21日（金）の
４日間）を対象とします。利用を希望される方は事前の申込みが必要です。
詳細は５月１日（水）にホームページに掲載いたしますので、右のQRコード
からご確認ください。

本会議の字幕表示を始めました。
令和６年第１回定例会から、本会議での発言内容を
AIにより文字起こしした字幕を、議場のモニターと
YouTube配信（生配信に限ります。）に表示してい
ます。

本会議Youtube（ライブ）のQRコード
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代 表 質 問

※ＳＳＲ　　 スペシャルサポートルームの略で、不登校等児童生徒の校内の居場所としての校内適応指
導教室のこと。

　フレンドスペース　　 不登校等児童生徒の社会的自立を目指し、学校復帰に向けて支援を行う適応指
導教室。

　ＳＣＨＯＯＬ“Ｓ”　 県が設置する教育支援センター。児童生徒（Students）が自分で選んだ（Select）
秘密基地（Secret）のようにワクワクする特別な（Special）場所（Space）の意。

　経常収支比率　　 人件費、扶助費、公債費など、毎年度経常的に支出される経費に充当された一般財
源が、地方税、地方交付税を中心とする毎年度経常的に収入される一般財源、減収
補填債特例分及び臨時財政対策債の合計額に占める割合。

会派所属議員
鈴木　英士
木村　輝江

鍋島　勢理
山田　学

※令和６年３月現在

い
じ
め
対
策
に
つ
い
て

質　

問

　

本
市
小
学
校
で
の
い
じ
め
の
認
知
件

数
が
、
千
人
当
た
り
7.3
件
と
な
っ
て
お

り
、
全
国
平
均
の
お
よ
そ
10
分
の
１
と

大
変
低
い
水
準
で
あ
る
。
し
か
し
、
暴

力
行
為
の
認
知
件
数
等
は
全
国
の
平
均

と
ほ
ぼ
同
様
で
、
い
じ
め
の
認
知
件
数

の
み
が
極
端
に
低
い
数
値
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
全
国
平
均
と
の
差
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

積
極
的
に
い
じ
め
を
認
知
し
て
い
く

こ
と
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
も
校
長
会
等
で
、
教
職
員
が
い
じ

め
に
対
し
て
高
く
ア
ン
テ
ナ
を
張
る
こ

と
、
い
じ
め
の
認
知
件
数
が
多
い
こ
と

は
決
し
て
悪
い
こ
と
で
は
な
い
こ
と
、

早
期
発
見
、
早
期
対
応
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
徹
底
す
る
。

全
て
の
子
ど
も
に
多
様
な

学
び
の
環
境
を

質　

問

　

経
済
的
な
理
由
で
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

に
通
え
な
い
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
も

多
く
い
る
。
通
学
費
の
補
助
等
、
費
用

面
の
負
担
が
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
全

て
の
子
ど
も
に
最
適
で
多
様
な
教
育
環

境
を
与
え
る
た
め
に
、
民
間
団
体
と
の

連
携
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
設
置
支
援

が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を

伺
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

本
市
に
は
16
校
に
設
置
す
る
※
Ｓ
Ｓ

Ｒ
に
加
え
、
３
か
所
の
※
フ
レ
ン
ド
ス

ペ
ー
ス
、
県
内
唯
一
の
※
Ｓ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｏ

Ｌ
〝
Ｓ
〞
も
あ
り
、
他
市
に
は
な
い
幅

広
い
学
び
の
場
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
通
学
支
援
と
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
設
置
支
援
等
に
つ
い
て

は
他
県
他
市
の
情
報
を
収
集
す
る
中
で

導
入
の
可
能
性
を
研
究
し
て
い
く
。
な

お
、
民
間
団
体
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

現
在
、
教
育
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒

の
教
育
環
境
の
確
保
の
た
め
、
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
と
の
連
携
を
行
っ
て
い
る
。

困
窮
世
帯
に
き
め
細
や
か
な

支
援
を

質　

問

　

物
価
高
騰
な
ど
も
あ
り
、
自
分
自
身

の
生
計
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い
方

が
増
加
し
て
い
る
が
、
制
度
や
支
援
に

頼
る
こ
と
へ
の
拒
否
感
な
ど
か
ら
、
支

援
の
必
要
な
方
と
公
的
な
支
援
と
の
距

離
が
遠
い
こ
と
も
問
題
で
は
な
い
か
。

困
窮
世
帯
に
、
ど
の
よ
う
に
支
援
を
届

け
て
い
る
か
。

答　

弁
／
福
光
健
康
福
祉
部
長
長

　

地
域
の
民
生
委
員
や
見
守
り
サ
ポ
ー

タ
ー
等
と
の
連
携
に
よ
る
見
守
り
体
制

を
構
築
し
、
生
活
状
況
が
心
配
な
世
帯

等
を
相
談
支
援
機
関
に
つ
な
げ
て
い
る
。

支
援
に
つ
な
が
っ
た
事
例
を
庁
内
や
関

係
機
関
で
広
く
共
有
し
つ
つ
、
必
要
な

支
援
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
る
。

預
か
っ
た
税
金
の
計
画
的

な
運
用
が
で
き
て
る
？

質　

問

　

新
年
度
予
算
（
案
）
は
新
規
・
拡
充

し
た
施
策
が
多
く
大
変
意
欲
的
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
経
常
収
支
比
率
は
悪
化
、

実
質
単
年
度
収
支
が
２
年
連
続
赤
字
と

な
っ
て
お
り
、
令
和
６
年
度
は
財
政
調

整
基
金
を
26
億
円
取
り
崩
す
見
込
み
で

あ
る
。
新
年
度
予
算
の
財
政
運
営
を
含

め
た
中
長
期
的
な
財
政
計
画
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

新
年
度
予
算
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

主
要
な
財
政
指
標
の
推
移
に
留
意
し
つ

つ
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
前
提
と
し
、

将
来
の
収
支
見
通
し
や
社
会
情
勢
へ
の

対
応
を
考
慮
し
、
一
般
財
源
を
縮
減
し

た
。
第
五
次
東
広
島
市
総
合
計
画
の
改

定
作
業
を
進
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
令

和
12
年
度
ま
で
の
中
期
的
な
財
政
見
通

し
を
令
和
６
年
度
中
に
示
し
た
い
。

鈴
す ず き

木　英
え い じ

士
（未来の風）

質問した項目
■新年度予算について

未来の風の
代表質問
全編映像は
コチラから
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代 表 質 問

会派所属議員
岩崎　和仁
牧尾　良二

片山　貴志

※令和６年３月現在

子
育
て
拠
点
整
備
と
西
条

市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て

質　

問

　

子
育
て
支
援
機
能
の
充
実
を
求
め
る

声
も
多
い
中
、
子
育
て
を
中
心
と
し
た

地
域
共
生
の
拠
点
、
ま
た
、
多
文
化
・

多
世
代
の
交
流
や
、
市
民
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
拠
点
と
し
て
の
新

施
設
の
整
備
方
針
を
示
さ
れ
た
が
、
整

備
時
期
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。

西
条
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
住
民
が

利
用
で
き
る
施
設
は
多
い
も
の
の
、
他

の
地
域
か
ら
の
利
用
者
も
多
く
、
施
設

利
用
が
困
難
で
地
域
活
動
を
し
づ
ら
い

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
新
施
設

の
早
急
な
整
備
が
必
要
で
あ
る
と
思
う

が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
栗
栖
経
営
戦
略
担
当
理
事

　

新
施
設
へ
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る

そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
も
市
民
ニ
ー
ズ
の
高
い
も
の
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
庁
舎
機

能
の
部
分
に
つ
い
て
も
、
庁
舎
の
執
務

ス
ペ
ー
ス
が
狭
隘
で
あ
る
問
題
を
解
消

す
る
こ
と
に
加
え
、
防
災
機
能
の
面
で

発
災
時
に
災
害
対
策
本
部
の
業
務
を
円

滑
に
進
め
て
い
く
た
め
に
も
、
そ
の
必

要
性
は
高
い
と
考
え
て
い
る
。
整
備
着

手
時
期
は
、
市
の
行
財
政
運
営
に
支
障

が
な
い
よ
う
、
慎
重
に
判
断
す
る
。

人
口
20
万
人
、中
核
市
へ
の

早
期
実
現
に
む
け
て

質　

問

　

現
在
の
実
質
人
口
は
19
万
７
０
０
０

人
程
度
と
思
わ
れ
、
中
核
市
の
要
件
で

あ
る
人
口
20
万
人
ま
で
は
、
あ
と
一
歩

の
所
ま
で
来
て
い
る
。
中
核
市
に
移
行

す
る
こ
と
で
、
開
発
審
査
会
を
立
ち
上

げ
て
土
地
利
用
の
審
査
が
で
き
る
一
方
、

保
健
所
機
能
を
整
備
す
る
必
要
も
あ
る
。

も
と
も
と
医
療
人
材
が
充
実
し
て
い
る

松
本
市
で
さ
え
、
中
核
市
移
行
ま
で
に

５
年
か
か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
早
期

の
実
現
の
た
め
、
早
め
の
議
論
・
準
備

が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺

う
。答　

弁
／
高
垣
市
長

　

令
和
７
年
に
実
施
さ
れ
る
国
勢
調
査

で
は
、
要
件
を
満
た
す
可
能
性
も
あ
る

と
考
え
る
。
中
核
市
に
移
行
す
る
と
、

保
健
衛
生
業
務
を
所
掌
す
る
保
健
所
の

設
置
、
開
発
許
可
制
度
に
お
け
る
開
発

審
査
会
の
設
置
な
ど
、
多
く
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
、
市
民
に
最
も
身
近
な
市

が
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
中
核
市

へ
の
移
行
の
是
非
に
つ
い
て
は
、
県
や

医
療
機
関
と
の
役
割
分
担
や
連
携
体
制

の
あ
り
方
な
ど
を
踏
ま
え
、
本
市
が
更

な
る
発
展
を
遂
げ
る
た
め
の
施
策
を
推

進
す
る
中
で
、
真
摯
に
検
討
し
、
判
断

に
向
け
た
議
論
を
進
め
る
。

産
業
団
地
の

戦
略
的
確
保
策
に
つ
い
て

質　

問

　

政
府
は
、
半
導
体
産
業
を
中
心
に
重

要
物
資
の
工
場
を
建
設
し
や
す
く
す
る

た
め
、
土
地
利
用
の
規
制
を
緩
和
す
る

方
針
を
示
さ
れ
た
。
本
市
発
展
の
絶
好

の
機
会
で
あ
る
と
考
え
る
。
半
導
体
の

生
産
工
場
が
立
地
す
る
吉
川
地
域
に
は

働
く
人
の
住
居
も
必
要
と
の
地
域
の
声

が
あ
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

答　

弁
／
川
口
副
市
長

　

次
世
代
学
園
都
市
構
想
推
進
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
イ
ン
フ
ラ
や
住
環
境
の
整

備
な
ど
を
含
め
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

を
検
討
す
る
一
環
と
し
て
、
地
域
住
民

の
方
々
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

ま
ず
は
、
産
業
団
地
の
確
保
を
推
進
し

て
い
く
。

牧
ま き お

尾　良
りょうじ

二
（創生会）

質問した項目
■やさしい未来都市の実現につ
いて

創生会の
代表質問
全編映像は
コチラから

新施設への建替えが検討されている北館
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代 表 質 問

※レジリエンス　　困難をしなやかに乗り越え回復する力。
　ＧＩＧＡスクール構想　　 小中学校の児童生徒に１人１台の学習用端末と高速ネットワーク環境を整

備することで、より良い学びを実現していく構想。
　リテラシー　　 元来、読み書きの能力の意であるが、現在は、情報を正しく理解・分析・整理し、そ

れを自分の言葉で表現したり、判断する能力として用いられる。

会派所属議員
坂元百合子
原田　栄二

下向智恵子

※令和６年３月現在

災
害
死
ゼ
ロ
を
目
指
し
た

防
災
対
策
に
つ
い
て

質　

問

　

学
校
の
体
育
館
な
ど
を
活
用
し
た
避

難
所
生
活
は
心
身
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
可
能
性
が
あ
る
。
災
害
時
の
※
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
の
観
点
か
ら
の
ガ
ス

式
空
調
設
備
の
導
入
に
つ
い
て
、
避
難

生
活
で
健
康
を
保
つ
た
め
の
準
備
に
つ

い
て
、
ま
た
、
女
性
の
視
点
か
ら
の
防

災
・
復
興
の
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

弁
／
前
延
副
市
長

　

小
中
学
校
屋
内
運
動
場
へ
の
ガ
ス
式

空
調
設
備
は
、
新
年
度
は
更
新
を
含
め

５
校
に
設
置
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

健
康
を
保
つ
た
め
の
準
備
と
し
て
、

自
助
で
の
備
蓄
に
つ
い
て
啓
発
を
進
め

る
と
と
も
に
、
公
助
に
お
い
て
も
備
蓄

計
画
の
見
直
し
を
検
討
し
、
災
害
関
連

死
を
防
ぐ
取
組
み
に
努
め
る
。

　

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
女
性
へ

の
配
慮
に
つ
い
て
記
載
し
、
授
乳
室
と

な
る
屋
根
付
き
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
配

備
や
、
生
理
用
品
の
備
蓄
な
ど
を
進
め

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
、
よ
り

一
層
女
性
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
防

災
・
復
興
に
努
め
る
。

希
望
し
て
も
入
所
で
き
な
い

待
機
児
童
の
数
と
は

質　

問

　

国
の
待
機
児
童
数
の
基
準
は
、
入
所

を
希
望
し
て
い
る
児
童
の
う
ち
、
親
が

求
職
活
動
を
し
て
い
な
い
・
特
定
の
保

育
園
の
み
希
望
し
て
い
る
・
他
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
等
の
数
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。
保
育
所
に
入
所
さ
せ
た

い
の
に
で
き
な
い
全
て
の
子
ど
も
の
数

を
表
す
入
所
保
留
児
童
数
に
つ
い
て
、

見
通
し
も
含
め
て
伺
う
。

答　

弁
／
多
賀
こ
ど
も
未
来
部
長

　

入
所
保
留
児
童
は
、
令
和
５
年
４
月

時
点
で
183
人
で
あ
り
、
令
和
６
年
４
月

に
お
い
て
も
状
況
は
大
き
く
変
わ
ら
な

い
見
通
し
で
あ
る
。
保
育
士
の
数
は
十

分
と
は
言
え
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

引
き
続
き
、
よ
り
多
く
の
保
育
士
確
保

に
努
め
る
。

情
報
モ
ラ
ル・※
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
に
つ
い
て

質　

問

　
※
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
進
め

て
い
く
と
同
時
に
、
重
き
を
置
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
の
が
情
報
モ
ラ
ル
と
リ

テ
ラ
シ
ー
教
育
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
利
用

の
低
年
齢
化
の
中
、
ど
の
よ
う
な
取
組

み
を
実
施
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

弁
／
市
場
教
育
長

　

各
学
年
の
実
態
に
応
じ
た
資
料
を

使
っ
た
り
、
専
門
家
を
招
へ
い
す
る
な

ど
、
情
報
や
ア
カ
ウ
ン
ト
の
管
理
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防

止
等
、
必
要
と
な
る
情
報
モ
ラ
ル
教
育

を
行
っ
て
い
る
が
、
家
庭
の
理
解
や
協

力
も
必
要
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
が
家

庭
に
お
け
る
学
習
用
端
末
の
使
用
ル
ー

ル
を
家
庭
に
示
し
て
お
り
、
使
用
時
間

や
保
管
場
所
な
ど
は
、
各
家
庭
で
話
し

合
っ
て
決
め
て
い
た
だ
く
よ
う
、
協
力

を
お
願
い
し
て
い
る
。

次
世
代
学
園
都
市
元
年
に

む
け
た
取
組
と
は

質　

問

　

半
導
体
産
業
の
大
型
投
資
に
連
動
し

た
次
世
代
学
園
都
市
を
ど
の
よ
う
な
形

で
実
現
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺

う
。答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
市
で
は
先
端
メ
モ
リ
半
導
体
の
生

産
に
関
す
る
事
業
が
国
策
的
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
マ
イ

ク
ロ
ン
が
立
地
す
る
吉
川
工
業
団
地
を

中
心
に
、
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

の
ほ
か
、
周
辺
の
環
境
整
備
に
国
費
を

活
用
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
ま
た
、

国
の
令
和
５
年
度
補
正
予
算
で
創
設
さ

れ
た
「
地
域
産
業
構
造
転
換
イ
ン
フ
ラ

整
備
推
進
交
付
金
」
も
活
用
し
、
次
世

代
学
園
都
市
づ
く
り
に
つ
な
げ
た
い
。

原
は ら だ

田　栄
え い じ

二
（公明党）

質問した項目
■第五次総合計画推進の取り組
みについて

■教育ＤＸの取り組みについて
■次世代学園都市元年にむけた
取り組みについて

公明党の
代表質問
全編映像は
コチラから
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一 般 質 問

※ＰＦＡＳ　　 炭素とフッ素などの元素が結合した有機化合物の総称。水や油をはじき、熱に強い特性を持つことから、20世紀半ば以降、
テフロン加工のフライパンや食品のパッケージ、防水服などさまざまな製品に使われてきたが、高濃度のPFASは人体
に有害な可能性があるとして、欧米を中心に規制強化が進められてきた。日本では法律的な規制はなく、国が水道水と
河川等の環境中について、暫定の指針値として上限の目標とすべき濃度を示している。

※
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
問
題
は

住
民
に
寄
り
添
っ
て
解
決
を

質　

問

　

①
水
路
等
か
ら
高
濃
度
の
有
機
フ
ッ

素
化
合
物
が
検
出
さ
れ
た
地
域
で
の

「
水
」
の
確
保
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

②
住
民
の
血
中
濃
度
検
査
の
実
施
に

つ
い
て
伺
う
。

　

③
安
心
し
て
飲
料
で
き
る
「
よ
り
厳

し
い
国
内
基
準
を
国
に
求
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　

④
あ
ら
ゆ
る
手
立
て
を
尽
く
し
て
汚

染
源
を
探
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解

を
伺
う
。

　

⑤
黒
瀬
川
上
流
域
の
水
質
調
査
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

①
短
期
的
に
は
、
必
要
な
飲
料
水
を

提
供
し
、
長
期
的
に
は
水
道
の
接
続
を

案
内
し
、
市
が
工
事
費
の
相
当
部
分
を

負
担
す
る
な
ど
の
支
援
を
検
討
す
る
。

　

②
県
と
共
に
国
に
対
し
て
血
液
検
査

結
果
に
基
づ
く
対
応
策
等
に
つ
い
て
要

望
し
て
い
る
。
ま
た
、
不
安
を
感
じ
て

い
る
住
民
が
お
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
健

康
診
断
の
実
施
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

③
国
に
は
、
要
望
し
た
内
容
を
早
急

に
対
応
す
る
よ
う
強
く
訴
え
続
け
る
。

　

④
県
の
助
言
を
受
け
、
周
辺
の
事
業

所
に
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
取
扱
状
況

を
聞
き
取
っ
た
。
ま
た
、
県
と
連
名
で

国
の
関
係
機
関
へ
対
応
を
求
め
る
要
望

書
を
提
出
し
て
お
り
、
川
上
弾
薬
庫
内

に
お
け
る
保
有
期
間
や
水
質
検
査
の
実

施
な
ど
不
明
な
点
を
明
ら
か
に
す
る
よ

う
強
く
要
請
し
た
。
国
や
県
と
連
携
し

て
汚
染
源
の
絞
り
込
み
を
行
っ
て
い
き
、

住
民
へ
の
情
報
提
供
な
ど
に
努
め
る
。

　

⑤
環
境
分
野
の
専
門
家
と
委
員
会
を

立
ち
上
げ
、
調
査
を
す
す
め
る
。

食
と
健
康
、
医
療
を
貫
く

特
殊
な
構
造

質　

問

　

日
本
の
健
康
診
断
基
準
は
諸
外
国
に

比
べ
て
厳
し
す
ぎ
て
お
り
、
高
血
圧
の

基
準
値
は
か
つ
て
の
「
年
齢
＋
90
」
が

エ
ビ
デ
ン
ス
の
あ
る
も
の
だ
が
、
こ
れ

で
は
患
者
が
10
分
の
１
に
な
る
の
で
医

療
界
は
認
め
な
い
と
い
う
。
コ
ー
ヒ
ー

フ
レ
ッ
シ
ュ
は
乳
製
品
で
は
な
く
、
水

と
油
と
食
品
添
加
物
で
で
き
て
い
る
。

ラ
ク
ト
ア
イ
ス
も
マ
ー
ガ
リ
ン
も
同
様

で
あ
る
。
日
本
は
食
品
添
加
物
大
国
で
、

認
可
数
は
ア
メ
リ
カ
133
、
イ
ギ
リ
ス
21

で
あ
る
の
に
、
日
本
は
１
５
０
０
で
あ

る
。
死
亡
原
因
の
一
位
は
癌
で
あ
り
、

一
人
一
日
当
た
り
の
食
品
添
加
物
の
摂

取
量
が
増
え
る
に
つ
れ
、
癌
の
死
亡
率

も
右
肩
上
が
り
に
増
え
て
い
る
。
世
界

で
は
食
品
添
加
物
と
癌
の
関
連
性
が
指

摘
さ
れ
、
規
制
が
行
わ
れ
、
癌
が
減
っ

て
い
る
の
に
、
日
本
は
野
放
し
で
あ
る
。

国
民
皆
保
険
の
高
額
療
養
費
制
度
で
極

め
て
高
額
な
医
薬
品
を
保
険
適
用
に
し
、

国
の
医
療
費
は
50
兆
円
規
模
で
あ
る
。

防
衛
費
は
6.8
兆
円
で
あ
る
。
米
議
会
上

院
の
「
マ
ク
ガ
バ
ン
報
告
」
は
元
禄
時

代
の
日
本
食
が
理
想
だ
と
し
た
。
医
食

同
源
で
、
食
を
正
さ
な
け
れ
ば
健
康
に

は
な
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
自
分
が
何

を
食
べ
て
い
る
か
を
知
り
、
食
の
大
切

さ
を
教
え
る
食
育
に
よ
り
市
民
の
健
康

を
守
っ
て
欲
し
い
。
考
え
を
伺
う
。

答　

弁
／
高
垣
市
長

　

本
市
健
康
増
進
計
画
で
は
、「
市
民

が
食
品
の
表
示
や
食
の
安
全
性
に
つ
い

て
正
し
い
知
識
を
持
ち
、
食
を
選
択
す

る
」
と
掲
げ
て
お
り
、
健
康
増
進
に
は

「
食
育
」
は
重
要
で
、
様
々
な
機
会
を

通
じ
啓
発
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

一 般 質 問

宮
みやかわ

川　誠
や す こ

子
（真政倶楽部）

質問した項目
■食と健康、そして医療を貫く
特殊な構造について

谷
たに

　　晴
は る み

美
（日本共産党）

質問した項目
■環境行政について
■補聴器購入費用助成制度の創
設を求めることについて

■給食費無償化を求めることに
ついて

谷議員の
一般質問
全編映像は
コチラから

宮川議員の
一般質問
全編映像は
コチラから
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